
＜DanielDe－Foe二＞とLてのRobinson Crusoe  

－＜de－＞とくCOn一：＞の戯れ－  

荒 木 正 純   

く作品＞の概念がもはや崩壊している今日、くテキスト＞はどこから読み始  

じめ、どこで読み終えることになるのか。＜作品＞の概念がわれわれの思考を  

完全に支配Lノていたその昔には、く作品＞は第1べ←ジの第1の語から始じま  

り、最後のページのく終り＞（Finis）の記号の一つ前の詔で終っていた。文字  

通りに最後のビリオンドがく作品＞のく終止符＞であった。そして、本のくタ  

イトル＞はその読み終えられたく作品＞のく名＞であり、く作者＞（author）  

のく名＞はそのく作品＞のく起源＞（origin〕で、それ故に＜作品＞を＜正当  

化＞（authenticate〕するものであった。Lかし、＜作品＞の概念が風化し、  

そのためにく作者＞の概念が捕動停止となった今日、く作品＞の、ではなく、  

くテキスト＞のく時間＞もしくはく空間＞が問われなくてはならない。   

結論的に言えば、くテキスト＞はまずく空間＞として存在する。＜テキス  

ト＞の＜起痛＞（the genesis〕はなく、くテキスト＞の＜終末＞〔the apo－  

Calypse〕もないからである。くテキスト＞はカイロス的時間概念の空間化さ  

れたものではなく、つまりく起源＞とく終末＞に閉鎖された空間ではなく、他  

の＜テキスト＞群へと＜differance＞の原理に基づきながら、限りなく延長も  

しくは膨脹している空間である。たとえば、他の文学的テキスト、現実的テキ  

スト、歴史的テキスト、そして宇宙的テキストヘと拡散していく一つの、ある  

いは何らかのエネルギー空間として存在する以外にない。く時間＞はくdif－  

ferance＞の過程の中で生じてくるであろう。   

たとえば、＜DanielDefoe＞の記号と＜Robinson Crusoe＞という記号の  

関係、及びその両方を含むくテキスト＞との関係を考えてみよう。このくテキ  

スト＞空間を読むとは、これらの二つの記号をも読むことを前提としている。  

月口鮎那0循C円上ざ郎とは、以下のテキストのメトニミ一に他ならないuくTHE  

〔12g〕   
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LIFE AND STRANGE SURPRrZING ADVENTURES OF ROBINSON  

CRUSOE，OF YORtE，MARINER：Wholived EighE and TweTlly Years，  
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f印わ〃如乙ざβげ．＞ これはいわゆる梗概〔argument〕のテキストである。±  

すれば、いわゆるくメタ・テキスト＞の位置にあり、＜序＞にもなっている。  

そLて、ヴァージニア・ウルフの言った意味とは別の意味で、くダニエル・デ  

フォーの名はタイトル・ページに現われる権利はな＞1）かったのである。その不  

在であった記号＜DanielDefoe＞が上のタイトルに付加されて今日テキスト  

を構成してLまっているのである。つまり、く作者＞の名を聖：話した、く作  

品＞の概念を育んだエトスが、＜DanielDefoe＞を付加したにせよ、＜付加＞  

の意味は認めなくてはならない。その記号は、付加される以前のテキストに対  

するメタ・テキストとなっているのである。くDanielDefoe＞の読みが、物  

語テキストに適応されることが要請されている、もしくはそうする可能性があ  

りうるのである。   

記号＜DanielDefoe：＞は、このように尺0如耶州Cr〟∫Ogの物語テキストと  

同時に、その記号を自己の存在のく名＞としていた人相のテキストをも指示し  

ている。たとえば、そのテキストの代表としノて次のものを設定してみる。  

Defoe，DanieI1660－1731．DanieIDefoewas borIlin the yearof the   

Restoration，the son ofJames Foe of Stoke Newington，then just   

north of LoTldon．James Foe was eit王1er a tallow chandler or a but－   

Cher and there wa5 nO‘de’in hjs name；his son started calljng   

himself Defoe about1703．Danielwasintended for the ministry   

and educated at the Stoke 二Newington Acaderny．a Dissenters’   

SChool；but he rejected theintention of his parents and，untilhis   

marriage to Mary Tufneyin1683，traVelledin Europein various   

jobs to do with trade．At the tlme of his marrlage he was a ho－   

Siery mercharltinCornhill．Defoe tookpartinMonmouth’srebellion  

in1685but seems not to have sufrered forit；he became acom－   

mjtted suppoter of William of Orange（WilliamIII〕and joined王1is   
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armyin168乱2）  

このテキストの読み方は、たとえば次にあげる＜foe＞のテキストと同じ、い  

わゆる辞書的読みが要請されている。くD且nielDef（峠＞は、辞昔項目であり、  

他の記号連鎖はそのく意味作用＞のテキストと位置づけることが可首巨である。  

f能n．（poet．or rhet．）Enemy，adversary，OppOnent，ill－Wisher；   

～’maIl，（arch．orliterary）enemyin war（1it．orfig．）．3）  

われわれは＜DaIlielI）efoe＞のテキストとこのくfひ¢＞のテキストにテキス  

ト相関性を指摘することができる。くD且山elI）efoe＞のテキストによれば、  

くDefoe＞は＜de－＞と＜foe＞もしくは＜Foe＞とから成立していることがわ  

かる。そして＜Restoration＞の記号はくresEa鉦rare＞〔re一再び＋staurare  

丈夫にする）を語源にしていろから、当然く破壊＞を前提としている。また、  

＜王政復古＞においては、Cromwellの政治は＜foe＞と定位されていた。  

＜Stoke＞を＜stoke＞とずらせば、それは＜（火を〕かき立てる＞を意味作用  

し、比喩的にく（憎悪などを）かき立てち＞ともなる。くDissenter＞にとっての  

くfoe＞とほ＜the Church of England＞であったし、＜dissent＞のく分  

離＞の対象ほくfoe＞でなくてはならない。同様に＜reiect＞についてもいえ  

る。＜he＞にとってくrejec七＞の対象は、くtheintention of his parents＞  

で、これは＜he＞にとってのくfoe＞となる。更に＜rebe11ion＞＜army＞は  

＜war＞を前提とし．そこには＜foe＞が想定されなくてはならない。＜take  

partin＞や＜committed supporter＞は逆説的にくfoe＞を想定Lている。   

くfoe＞に付加されたくde－＞の意味作用は以下のテキストに示されている  

が、それは＜DanielI）efoe＞のテキストにまた適用しうるものである。  

de－Prqf，meaning（1）down（depend，descmd），aWay〔dqfknd，deduct），   

removal（decapitate），COmpletely（decEare，denude），in abad sense   

（deceiL・e，dqfbme，deride）；（2）〔thr・OFdcs－f．L dis－〕removalor   

reversal，forming compd．vbs．（w．derivs．〕from vbs，〔de－aCid≠fy，  

dgc叙任fr（王Jゴヱg，decg紹汀αJJヱα如玖dβ－ゼ∫仁αJ扇g．血椚ロγd滋gg，（加椚卯■αJfzα如邦，  

壷劇・gざ∫〃rねβ，dg∫βg†・堵α拍）andns．〔壷舟即，血如γ吼d㌻ねβ，加わ鋸純  

血汁由瑠）．4）   
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この意味作用を＜DanielDefoe＞のテキストに適用すると、次の記号が＜de一＞  

と関係していることがわかる。＜Daniel＞をアナグラム化してみると＜dmi－  

al＞となり、ここに＜de－＞が見てとれよう。そして＜De－foe＞。＜born＞と  

は子が母胎からくde－＞することであろう。く（north）of＞は＜de－＞の意味  

である。＜restoration＞にまつわる運動は，く破壊＞もしくは敵対的状況か  

ら＜de－＞すること、＜removal＞くreversal＞である。＜start＞はある地点  

からの＜deT＞。くintention＞は＜in－（へ〕＞と＜lendere伸ばす＞を含む  

が、ある地点からの＜de－＞を前提とLている。同じことほ、くeducate＞にも  

いえる。くg血亡αfαg＞はく占一外へ＞とく血亡打β持ってくる＞を含みく能力を  

持ち出す＞ことを原義とするからである。くdissenter＞にほ＜dis一＞という  

＜de－＞の変形がある。くrejectiofl＞は＜remova王／reversal＞に頒した動き  

をそcD意味作用としているといえる。＜part＞を動詞にずらせば＜de－＞が読  

みとれる。＜take partin＞＜commit＞＜support＞くjoin＞は＜de－＞の道  

のくCOn－＞の意味作用をしている。このくCOn・＞は、更に＜marriage亡0＞に  

も読みとれる。   

このように読んでくると、＜DaTlielDefoeゝとは＜foeからde－するDan－  

ieI＞と読みうることになる。あるいはくfoeからde－することをdenialす  

る＞。もしくは単に＜foeのdenial＞。後の二つはわかるとして、初めの読  

みの＜Daniel＞とは一体何か。一般に容易に連想されるのは次のテキストが  

表わすことではないか。  

Dan’iel（dan’y昌1），A Hebrew prophet captivein Babylon who，aCT   

COrding to Old Testament book of Daniel，interpreted dreams of   

Nebuchadnezzar and handwriting on the wal1for Belshazzar，and   

who was delivered by God from the lions into whose den he had 

been thrown for refusing to obey a decree of Darius，5〕  

このテキストに＜foeからde－するDanicl＞を読むことは、田粍ではない。  

＜捕えられた＞（captive）Danielにとって敵（foe）とは、Nebuchadnezzar，  

Belshazzar，Darius。更に、＜lions＞もそうである（Robinsonと Ⅹury は  

Lionらしい猛獣＜a monstrous，hugeandfuriousI∋east＞に出会う。そして  

Robinsonと Fridayは＜Wolf＞の群に襲われる）。そうした＜foe＞から  

くdgliver＞（鹿J軸γ併β（dg－離れて十帥併αrg自由にする－ある状態を解き   
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自由にする）〕したのは、＜God＞である。このテキストをくde－＞と＜con－＞  

の用語で読んでみると、＜I｛ebrew＞の語源＜ibhri＞は＜one from across  

（theriver）＞（Robinson Crusoeは＜theSea＞を＜cross＞する人〕で、  

ここに＜de－＞の姿が見れる。くprophet＞は＜9ro一前に＋－bhemi話す－1－  

Tles人≡予言者＞を語源とし〔Robin＄On Crusoe は＜～することになる＞と  

いう言語表現を使用する。彼には彼の休扱がく現前＞Lているのである）、L  

たがって話される事柄からくde－＞している状態が暗示されている。あるいは、  

予言される事柄にすでに現前しているという考えから、くCOn一＞を読んでもよ  

い。＜according＞にある＜ac－＞は＜con－＞と同じ意味作用をする。＜deliv－  

er＞はすでに述べた。くrefuse＞には意味的に＜de－＞が読めるが、語瀕的にも  

‾叶能である。明確な定立を辞典はしていないが、くrgc鎚ざαγg＞が詰腹らしく、  

これは＜recusant＞と関係し、それは＜recusare＞を語操としている。この  

くre－＞は＜反対＞く離れて、去って、下って＞く否定＞などの意味作用を持  

ち、＜de一＞に重なっている。また＜obey＞は＜ob－へ＋audire聞く＞から、  

＜con－＞が、＜decree＞には＜de－＞が見られる。ついでながら、くDaniel＞  

を＜denial＞とアナグラム化したが、ヘブライ語では＜The Lordis Gd＞の  

意味作用をすることを忘すれないでぉこう。後に見る、属両面肌用Cr揖0βのテ  

キストと連鎖していくからである。   

われわれはこの＜I）aniel＞のテキストに、く分離＞（dc－）と＜統合＞（COn－）  

の対立の運動を読んだが、もう一つの対立に注目しておく。それは＜prophet  

（9rO一前に＋－Phemi話す十－teS人）＞＜deliver＞＜obey（Ob－へ＋au－  

dire聴く）＞が前提とする＜声＞、＜book＞＜handwriting＞が前提とする  

く文字＞の対立である。この対立は、そのく分離＞をく固定＞化してはおら  

ず、＜interpret（inier一間に＋E・riEium価＋－ari）＞においてく融合＞してい  

る。そして＜inter－〔間）＞の存在としてDanielがいるわけである（Robinson  

CruSOeは自己の体験の解釈者である〕。つまり、Danie］は＜神＞でもなく、  

く王＞でもない。別ないい方をすれば、Danielのく解釈＞はく神の声＞でも  

なければく文字＞でもない。しかもそれぞれの再現である。つまり、二つが  

Danielのく解釈＞によってく結合＞させられているのである。＜Daniel＞は  

＜The Lordis God＞の意味作用をしたが、この意味作用自体に潜む＜解  

釈＞による＜Lord＞＜God＞の＜結合＞に連鎖している。   

壁に書かれた文字を解読するDanielの挿話のテキストは興味深い〔Robin－  

son Crusoeは浜辺の足跡を解読する）。Belshazzarに解読を依緒され、   
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Danielは次のように父 Nebuchdnezzar の神への態度から語りはじめる  

（Robinson も父から語り始じめる〕。  

．．．Mylordking，theMostHighGodgave your father Nebuchdnez－   

Zar a kingdom and power and glory and majesty；and，beca11Se Of   

this power which he gave him，allpeoples and nations of every  

language trembled before him and were afraid．He put to death   

Whom he would and spared whom he would，hepromoted them at   

Willandatwi11degraded them．But，When he becaTrle haughtY，StubL   

born and presumptuous，hc was deposed from his royalthrone and   

his glory wa5taken from him．He was banished from the society   

Of men，his mind becamelike that of a beast，he had tolive with   

the wi1d a§SeS and to eat grasslike oxen，and his body was   

drenched with the dew of heaven，untilhe came to know that   

the Most High God is sovereign over the kingdom of men and sets 

up overit whom he will．But you，his son Belshazzar，did not   

humble YOur heart＝，although you kneⅣal1thjs．You have set YOurr   

Self upagainst the Lord of heaverl．The vesselsofhis templehave   

been brought to your table；and you，yOur nObles，yOur COnCubines，   

and your courtesans have drunk from them．You have praised the   

gods of silver and gold，Of bronze andiror］，Of wood and stone，   

Which neither see nor hear nor know，and you have not given   

glory to God，in whose chargeis your very breath andin whose   

hands are allyour ways．Thisis why that handwassentfrom his   

Very preSenCe and whyit wrote thisinscription．6）  

このテキストと丘β占わ7∫伽ICγ朗古口ゼのテキスト相関性についての詳細な指摘は  

省き、今庄目して由きたいことは、＜現前＞（his very presence／Will）か  

らの＜離脱＞〔de－）とく統合＞（con－）の運動である。Nebuchdnezzarは  

theMo＄t High Godに＜a kingdom／power／glory／majesty＞を与えら  

れ＜con－＞の状態にあったが、自らを＜God＞に似せて、＜the Most High  

God＞から＜de－＞したために、その＜his royal throne／his glory＞から  

くde－＞された〔depose）。＜the scK：iety of men＞から＜de，＞され、＜wiト   
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derness＞にくCOn－＞させられた。それによって、＜the MostHigh God＞  

のく支配力＞を＜知る＞ことになり、＜con－＞の状態に戻る。Belshazzarも  

父の例を＜知＞（con－）りつつも、＜the Lord of heaven＞から＜de－＞〔a一  

宮ainst）し、＜gods＞へくCOn－＞している。そのために、＜God＞から（de－）、  

＜hand＞が送られてきたという。これほ、Nebuchdnezzar のくCOn－＞と  

くde－＞の運動の圧偏であるが、＜hand／Writing＞というものはくde－＞の典  

型であり、くpresence／know／wi11＞は＜con－＞の典型である。そして＜声＞  

はく神＞に＜現前＞する故にくCOn－＞、く文字＞はく神＞からく不在＞する故  

にくde－＞と考えることができよう。このく不在＞とく現前＞のく小間＞存在  

上Lて、＜解釈者＞があり、それがDanielという次第である。   

これまで読んできた ＜DanielDe－foe＞の記号の意味作用irまほぼそのまま  

片口鋸犯ざ弼Cr封昔ロビの物語テキストに持ち込むことができる。Defoeが、父の  

家名Foeにくde－＞をくCOn－＞したのは、いかなら二噌由であったのか。これは  

想像の域を出ない。く昌族的外観を自分に与えるため＞7〕上いう読みは、 余り  

にも浅薄すぎるであろう。われわれは以Fのような伝記的テトストを待ってい  

るからである。Defoeが自らにくde－＞をつけだしたのは1703年頃らしい。ほ  

ぼ43歳の頃である。その頃、彼はr毎丁柑g加r乃E紹gJね如才α托（1アロ1），r鮎  

S加r吉g5fⅣ甲山摘侮郎ざSe”fgr∫（1072），勒椚乃fo班ゼP〃血け（1703）を  

出版し、1704年には丁加点βび才g甜が発丁りされ始じめた。最初のものは、＜イギ  

リスにはオランダ人の王は合わないと主張した人に対し、ウィリ7ムⅡ世を擁  

護した諷刺詩＞鋸で、この巾でDefoeほく生維のイギリス人などというもの  

はありえない＞として、次のように述べている－‘We have been Europe，s  

sink，theiakes where she Voids allher offaloutcast progelュy：g〕こ  

の発想はたとえレトリカルなものとはいえ、くイギリス人＞vs．くヨーロッパ  

人＞という同定した対立関係をdeconstruct するものであり、く生粋純血主  

義＞の脱神話化をしていると読むことができる。この詣：よ成功したようである  

が、次のr鮎5如rお吉Ⅳαツ血摘摘β加∫∫郎由rざ でミま政治的力学をとらえ  

そこねたようで投獄される。この諷刺はパンフレ′ト形式で、一人の非英国国  

教会徒のHigh Church への攻撃である。ここから投獄へ至るいきさつは以  

下のテキストから知れる。  

．”the authorplayed the characterof aIiigh－ChurchTory and the  

ironic conclusion wasthatthe shortestⅦand best－WayWaSeXtermi－   
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11ation．Unfortunatelyh主s timing was wrong；WhigsandTorieswere  

engaged on the question of the succession（none of Queen Anne’s  

Children had survived）and Defoe brought down the wrath of both  

Parties on hishead．The Tories wereinpowerandDefce was血ed，  

imprisoned，and exposedin the pillory．He became a popular hero，  

however，and was released through theintervention of the moder－  

ate Earlof Oxford，Robert Harley，Who became his employer．  

Whilein prison Defoe wrote his勒mn to the Pillory（1703〕．10）  

こ〕Lた背景があって、DenielFoeは＜de－＞を自らに与えたとするなら、  

何らかの彼の意志をそのことで表明し、決Lてく境涯にわたって、称号、財  

産、地位を夢みていた＞…から付したのではないと読むことができよう。   

確かに、Defoeの政治的活動を眺めてみると、節操のなさが感じられよう。  

Defoeをくfoe＞から、つまりくpri乱On＞とくp丑bry＞〔ライオンのほら穴  

（den）に封じ込められたDanielが想定される〕とから救出してくれたのは  

Robert Harleyであったが、ここにDanielを＜deliver＞したく神＞との関  

蹄を読むことほ国章臣ではない。ちなみに、く尺ob王n昏ロn二＞のくRobjn＞とは、  

くRobert＞の別称であり、＜Robert＞に＜，in＞がついたものである。この  

Robert Harleyの手先として、Defoeはスコyトランドで地下活動をし（de－），  

17O7年に連合が成立した。しかL、the Torie＄がthe Wわigsに排除され、  

権力の移動〔de－〕が起ると、Defoeはthe Whigsに忠誠を尽す。更に、1712  

年までにまた権ノjの移軌が起ると、彼の忠誠も動開するという次第である。こ  

の無節操こそ、まさしくFoeがくde一＞を身におびたことの意味作用なのでは  

ないか。Defoeにとって、く自己＞をとりまく全てがくfoe＞と定位され、そ  

こからく離脱＞、もしくはそれをく否定＞することがDefoeのく′土＞であっ  

た、とは読めないか。＜aIIegianCe＞〔ajlAD－＋ltgeaunce〕と見えるもの  

：ま、実に戦略的レトリックであった。く自己＞を守るためのレトリ ソクであっ  

た。したがって、この読みからすれは、く生涯にわたって、称号、財産、地位  

を夢みていた＞という表現は、そのレトリックの記述をしていることになる。つ  

まり、そ）Lたものへの＜con－＞もLくは＜ad－＞とはDefoeにとって＜deT＞  

のために行うレト1」ックであるからだ。また、次のテキストもこの読みを裏付  

けてくれるであろう。くCOherent＞を＜否定＞〔de－〕する Defoe 懐こそ彼  

のく亡OllerenCy＞である。   
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Wc do know the facts of hislife－the business ventures and the  

recurring failures，theimprisonment，trips taken，periodicals and  

books written．marrlage Settlement，Children¶but any attempt to  

unearth a coherent personality from those facts seems doomed to  

the kind of imaginative desperation committed by some of his 

biographers・Defoe remains essentially a biographicalpuzzIe，The  

only man to be seen and the only quality that it seems we can 

safely guess at is the elusive inteIligence which somehow kept 

functioning brilliantly through disaster．12）  

串  

以上読んできたくDanielDe－foe＞の意味作用は、どのように 斤0占f耶0乃  

C用50gの物語テキストに実現されているのであろうか。次のテキストに＜分  

離／否定＞〔de－）、く同化＞（COn－／ad一）、＜反対者〔adversary）＞（foe）  

の戯れを読むことは可首巨である。  

Being the third Son of the Family，and not bred to any Trade，   

my Head began tobefi11’d veryearIy with rambling Thoughts：My   

Father，WllO WaS Very anCient，had given me a competent Share   

Of Learnirlg，aS far as House－Education，and a Country Free－School   

general1y goes，and design’d me for the Law；butIwould be sat－  

isfiedwith nothing but going toSea，andmyIncIination to thisled   

mesostrongly against the Will，nay the Commands of my Father，   

and other Friends，that there seem’dtobe somethingfatalin that   

Propension of Nature tending directly to the Life of Misery which   

WaS tO befalme．131（3〕  

物語は、Robinson が成人して一人立ちしようという状態から始じまる。その  

時までRobinsonを作り上げてきた原理は、＜de－＞であるとしてよい。く職  

業教育＞は受けていない〔notbred toany Trade）、ということは．＜固定  

化＞（con－／ad－）の傾向が与えられていないことであり、したがって、く流  

動＞（de－〕的傾向を帯びるのは自然である。＜rambling Thought＞に充さ  

れているという。＜rambling＞は．＜not bred to any Trade＞に対立し、   
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＜とりとめもない＞と意味作用を起すが、同時にくgoing to Sea＞の伏石と  

してく歩き回る＞〔de－〕の意味作用も可能である。くgoing to Sea＞と∴王1’  

ギリスの＜土地＞く社会＞く㌧文化＞からく分離＞（de－）することである。父は  

く法子二1！家⊃・二いうく社会＞にく同化＞〔con－／ad一〕する職業に就けようとい  

う＜意図＞〔designくd由g刀αrg〔d否－ Fへ＋ざな拍αrg記号で示す－記号て  

示し書く）＞〕をもっていた。父の与えた教育はくHouse－Educaion＞及こ：  

＜Country Free－School＞でのものであるが、このくHouse＞くCountry＞こま  

イギリスの＜社会＞内のものであり．そこでRobinsDnが得たもの：ヱくacom－  

petent Share of Learning＞とされている。＜competent＞とは＜com－  

に＋j知Jgre求める＋tg柁f＝j与に求める→一致する→適した＞と詔独酌憲髄  

作用を起す。Lたがって、く社会＞にく同化＞（con－／ad－〕させち作用をす  

ると読める。こ1Lた父の配慮にもかかわらず、Robinsonがく分離＞の傾向  

を帯び、く固定／洞化＞のための教育が効を奏さなか，，たのは、＜educate＞  

は語源的にく彦一外へ＋血cβrぞ 持ってくる＋用血い儲力を持ち出すさと意味  

作用をL、訂こはくfree＞な学校だったから、と読める。また先に暗示Lたご  

とくくdesign＞には＜de－＞が内在しているのである。くFather＞のくWill＞  

くCommands＞に一対して強力にく反対＞〔de一〕するくSon＞。この開拓をオ  

イディプス・コンプレリグスの＜父組殺し＞の読みで処1坐するのも、く祁＞に  

背く＜Adam／Eve＞と読むことも可能てあろう。またく父＞の立場をくConr  

formist＞、くj．・＞の立場をくDissenter＞とLて読むこともできよう。Lか  

し、われわれてiDanielのテキストにあった＜God＞と＜Nebuchdnezzar／Bel－  

Shazzar＞の関係で読んでおこう。いずれにせよ、くFather＞と＜God＞とほ  

結びつきやすい 。このくFather＞がくSDn＞を就けたいとく意図＞（design）す  

る職業ミニ＜Law＞である。これはく法相＞の他こく神のおきて＞の悪附乍用を  

超すことができる。＜law＞の腹掛よく置かこもの＞であり、くCOmmand＞Tj：  

くCO恥＋椚α乃血作手Lf］に置く＞で成立しており、いずれもく国定／同化＞  

（COn－／ad－〕と関係し、くrambling＞と対立しているっ父のRobinsonをI  

ギリスでく法律家）にしく社会＞にく固定／同化＞させよ〕という意志は裏切  

られるが、Robinsonは＜孤島＞でく神の掟＞〔Law〕を見い出L．、拉後には  

くGovernour＞となり、悪人たLら（罪人）に罰を与えることになる、土讃めば、  

父の意志は実現しているのである。しかL、その実現した状態からも訂二  

Robinsonはく離脱＞していく。このようにく反対者＞（foe〕上して町く父＞  

から＜分離＞（de－〕するRobinsonが描かれているが、手動まこれからまさに   
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佗の人生行路を歩んでいこうとしている。今そのく人生行詰＞をくCour∫e＞と  

表わす上、ニれはくC）■uSロe＞の丁ナグラムである、あるいはその道であるこ上  

が判明すろ。くthe Course oflife＞に姫出しようとする息子く足Obinso  

Cru即〕e＞。   

父が千のく離脱＞に反対し、社会こニ＜同化／国産＞しようと説得する土塁由は  

以下のテキストに示されている。  

My Father，awise and grave Man，gaVe me Seriousand excellent   

CounselagaiflSt What he foresaw was my Design．He cal1’d me one   

Morninglnto his Chamber，Wtlere he was con丘ned by the Gout，   

and expostulated very warmly with me upon this Subject：He   

ask’d me what Reasons more than a meer wandringInclinationI   

had forleavlng my Father’s House and my native Country，Where  

Imigh七be w■ellintroduced，and had a Pro5PeCt Of raisirlg my ForT   

tunes by Application andIndustfy，With a Life of Ease and Plea＄T   

ure．He told meit was for Men of desperate Fortunes on one   

Hand．or of aspiring．superior Fortunes on the other．who went   

abroad upon Adventures，tO rise by Enterprize，and make them－   

Selves fa111OuSin Ulldertakings of a Nature out of the commofl   

Road；that these things werealleither too far above me，Or tOO far   

below me；that mine was the middle State，Or What might be   

亡alled the upperStationof Low Life，Which he hadfound bylong   

Experience was the best Statein the World，the most suited to   

human Happiness．not exposed to the Miseries and Hardships，the   

Labour andSufferings of the mcchanick Part of Mankind，and not   

embarass’d with the Pride，Luxuryr，Ambition and Envy of the   

upper Part of Mankind．He told me，Imight judge of the Happl－   

ness of thisState，by this one thing，ViL．Thatthiswas the State   

Of Life which allother People envied，that Kings have frequently  

lamentedthemiserable Con＄equCnCe＄OfbeirlgtX｝rn tOgreatthings，   

and wish’d they had been placedin the Middle of the two Ex・   

tremes，between the Mean and the Great；tllat the wise Man gave   

hi＄Testimony to this as thejust Standard of true Felicity，When   
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he prayed to havc neither Poverty or Riches．（4）  

ここに見られる対立は、父の正当なる意見と息子の無謀な企てとである。  

＜wise＞＜grave＞＜serious＞＜excellent＞と＜meer wandering＞の記号  

がそれぞれを指示しているが、この二項対立では前者が優位に置かれている。  

その理由は、前者が＜in the Middle of the two Extremes＞くbetwec  

the Mean and the Great＞が指示するように＜Lf］間＞と関係しているから  

で、そq）地帯には＜humanIiappiness＞＜Fortunes＞＜Ease＞＜Pleasure＞  

が約束されているという。ところが後者は＜Extreme＞と結びつけられてい  

るので否定される。＜extreme＞はくexEerus外の＞と＜－emL（S最上級を示  

す語尾＞からできていて．父の主張するくmiddle＞と対立する。くmiddle＞  

はく内＞で、＜upper＞もく】ow＞もく外＞という思考である。したがって、  

くgo to sea＞とはイギリス社会のく内＞からく外＞へ出ることになるので否  

定されるのである。＜外＞の領域は、くdesperate＞〔＜despair＞→＜dET  

れて＞＋＜ざ如r即g期待する＞≡期待からはずれる〕くaspiring＞〔くα－へ＞  

＋く5劇r（打e呼吸する＞芦に向って息をする）くOut Of thecロ刑mOnRoad＞  

＜Miseries＞＜Hardships＞＜La加ur＞＜SufEering＞更に＜Pride＞＜Luxq  

ury＞〔＜Ⅹury＞と連鎖）＜Ambition＞〔＜amb－ あたりに＞＋＜ireに  

行く＞十一f－＋－わ乃一票を求めて動きまわる→希望を求めて動き回わる〕  

くPoverty＞と結びつけられている。この思た削まいわゆるブルジョアのもので  

ある。つまり、ブルジョアは＜外＞の領域からく内＞にく同化＞することを理  

想としてきたのである。したがって、く外＞へとく疎外＞（de－）していこう  

とはLない。これはRobinsoIlの父の来歴が典型となる。  

Iwas hrnin the Year1632．in the City of Ybrk，Of a good  

FamiIy，tho’not of that Country，my Fa亡her bejng a ForeigIlerOf  

Bremen，Who scttled 丘rst at LIull：He got a goodEstate by Mcr－  

Chandise，andleavingoff his Trade，1ived afterward at York，from  

Whence he had married my Mother，Whose Relations were named  

Robinson，a Very gOOd Familyin that Country，and from whomI  

WaSCal1edRobinsonB｝eutzaer；butbythe usualCorruptionofWords  

in EI堵Jand，We are nOW Called，nay We Callour selves．and write  

Our Name Crusoe，and somy Companions always cal1’dme．（3）   
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父は England の＜社会／共同体＞にとってはく疎外者〔stranger）＞であっ  

た。つまり、＜de－＞の状態から、それを＜de－＞し、＜共同体＞（COmmunity）  

に＜同化＞（COn－）したのである。この事態は＜Kreutznaer＞から＜CruSOe＞  

へのくCorruption＞（＜cor－＞は＜corl－＞である）の経過に象徴されている。  

また、父が景初に＜settle＞（COn－）した場所が＜IJull＞というのは意義深い。  

＜hull＞は＜外皮＞く殻＞の意味作用をし、したがって、父は＜殻の中に定住  

した＞と読める。つまりく同化＞である。そして、父はくYork＞で名家の娘  

と結婚したのであるが、くYork＞をくyOke＞に戯れると、くくびき＞く束縛＞  

くきずな＞の意味作用を起し、父がいよいよく共同体＞にく同化＞しくde－＞  

できなくなったことを暗示している。   

しかし、＜中＞〔middle〕にく同化＞した父は果して彼の主張通りに幸福が  

得られているのであろうか。Robinsonの二人の兄のうち、一人はスペイン人  

との戦いで＜Dunkirk＞（＜kirk＞は＜教会＞と読むと、くKreutznaer＞は  

＜Kreuz＞に読め、くCrusoe＞は＜Crusade＞と戯れることができよう）付近  

で戦死、もう一人の兄は行方知れずであるという。そして、父自身が現在は  

くGout＞（痛風）を患っていて、彼の＜Chamber＞に＜confine＞されて、出  

る（de－）ことが出来ないのである。くgout＞の語源的意味作用はくdrop＞で  

あり、く腐った体液のしずくによって生じる＞と考えられていた。くdrop＞の  

概念と＜腐った＞（corrupt）はきわめて7イロニカルな意味作用を起す。  

く社会＞的には地位がく上昇＞（up〕L、＜中間＞の地位に＜固定＞（con－）  

し、経済的、物質的安寧は得られたが、く身体＞及びく精神＞の内部がく腐  

敗＞し、く下降＞していると読める。それはもちろん父が年をとった（an－  

Cient〕ために起こる身体的衰弱に基づくものかも知れないが、く青年＞期の  

くde一＞（流動〕の運動がなくなり、くCOn－＞（国定〕の状態になったからであ  

る。＜ancierlt＞は＜awise and grave Man＞に対応しているが、＜精神＞  

の＜うっ血＞状態を表現していると思える。くgrave＞は＜heavy＞とも読め、  

＜ancient＞は＜having theeXperierlCe andwisdom of age＞の意味作用  

を起すから、＜01d－fashioned＞、＜保守＞になることである。こうした状況を  

く幸福＞と呼ぶのであろうか。く流動＞（de一）を求める＜青年＞にとって、  

＜欺瞞＞のなにものでもないと映つるはずである。DefoeはRobinsonを健  

康で幸福で、生々とした家庭に位置づけはしなかった。ここに一つの記号作用  

を読むことは決して無理ではない。   

かくして Robinson Crusoe は＜ancient＞な父の＜yoke＞から＜離脱＞   
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（de－〕し、くthe Co11rSe Of Life＞に船出するわけであるが、掟がくHull：＞  

措から出帆するのほ象徴的である。先に示したようこくhulI＞て三く外皮／適＞  

く～の殻を振る＞の意味作用をし、Robinsonがく父／家／祉会＞のく設＞を  

く振る＞（de－〕と読むことができる。これは、く父／宋／社会＞のく震＞に  

＜保護＞されていた子供が大人へと成長Lていくことを示Lていろこ土は容易  

にわかる。更にくhu皿＞はく船体＞くだ流する＞の意味作用葺するがRobinson  

Crusoeの＜the Course of Life＞を暗示していると読めよう。ついでな  

ら、＜Crusoe＞は＜sailor＞になるが、くSail＞の語揖は呈「英語＜segl＞で、こ  

れはラテン語のく∫gCαrβ＞〔切る）と同系で、原義は＜切られたもの、→片さ  

というと、くCrusoe＞→くCreW＞の戯れと棉集って、物詔のテr－－7・f＝ふさわ  

しい。   

くhull＞のく漂流するゝの意味作用が予徹しているかのごとく、Rob血son  

は人生の船出の最初から嵐に出会う。世に出た息子の最初の試練である。その  

Lヰ、若い家出息子は．自らの行為を後悔する一一』 くasIhad never been．at  

Sea before，Iwas mostinexpressibly s主ckin Body，and terrify’din  

my Mind：Ibegan now seriously to re丘ect upon whatIhad done，  

and how justlyIwas oveTtaker）hy theJudgment of fieaven for my  

Wickedleavlng my Father’s House，and abandon王ngmy Duty；al1the  

good Counselof my ParelltS，my Father’s Tears and my Mother’s  

Entreaties came now freshinto my Mind，andmy Conscience，Which  

was not yet come to the Pitch oi Hardncss to which it has been 

Since，reprOach’d me with the Contempt of Advice，and the Breach  

Of my Duty toGod arld my Father．＞（8）この後悔も、彼を＜父／家／社  

会＞へ戻す力とはならない。まさに＜re員ect＞〔γ¢J即J打g後ろへ曲がる〕す  

るだけである。大きな流れとしてほ、Robinsonはくde－＞の潮流に乗っている  

のである。Lたがって、嵐が去ると、その後への曲がりも、元に戻るというわ  

けである～＜In a word，aS the Sea was returned toits Smoothness  

Of SurEace afId settled Ca7mness by the Abatement of that Storm，  

SO the Hurry of my former De＄ires return’d，Ientirely forgot the  

Vows and Promises thatImadein my Distress，＞（9〕今後、この＜接  

へ曲がる＞（con－〕と＜元へ戻る＞〔de－〕の運動はく反復＞されることにな  

るのである。しかし、Robinson の主な運動原嘩はくde－＞であり、これほ、  

彼が出会う嵐の時にも見ることができろ。ヤ】マス轄を控えたテムズ河の河口   
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で投錨Lていろうちに、 大嵐に亘婆われ、彼の乗った船はく沈没＞（de－〕し、  

他の細こ救助される。く救助＞されるとほ、く死＞をく否定＞〔de－〕するこ  

とである。船のく沈没＞：まくfounder＞と表現されているが、この記号がく（馬  

が）びっこになる＞く〔沼などにはまって）動けなくなる＞と意味作用するこ  

とを知る上、Robinsonの父のくgout＞で動けない辛が想起されてくる。つま  

り、 くcon一＞の状態であり、船が、人がくde－＞Lている限りく生＞こつなが  

っているのであろ。ちなふに．Crusoe宏の＜創立者＞（founder〕が父であ  

／，たのは、皮肉な記号の戯れといえよう。し王た、＜Yarmouth＞の原義は  

くmOuth of the River Yare＞でゴ）り、くYare＞を＜yare＞とすれげ、く用  

意のできた＞く活発な＞＜〔船が）舵ききのよい、操縦しやすい＞と意味作用  

L、やはり皮肉が感じられよう。   

この体験にこりるこ上なく、Robinsonは7フリ力行きの縮に乗るのであろ  

が、その間の事情はこう説明されている。  

But myillFate push’d me on now with an Obstinacy thatnoth－  

ing could resist；and tho’Ihad severaltimesloud Calls from my   

Reason and Tny mOTe C（〕mpOSedJudgment to go tlOme，yetIhad   

no Power to doit．Iknow not what to callthis，nOrwi11Iurge，   

thatitis a secret over－rulir］gI〕ecree that hurries us on to be the  

Instruments of our own Destruction，eVen tho’it be before u5，and   

that we rush uponit with our Eyes open．（14〕  

こここくde－＞とくCOn－＞の対立が支配Lていることは容易にわかろう。く杜  

を駆り立てる存在＞（de一〕とく家へ帰そうとするF畔ヒ＞〔con－）。くObsti－  

nacy＞の＜ob－＞（対して）こま＜de－＞：こ通t：＜composed＞（静かな）ミまくCOm－＞  

〔捏こ）とくpose＞〔透く）から出きているD そもそもくreason＞とはTEで  

はar－ と推定され、これは＜tofit together＞の意味作用をLたという。つ  

まり＜con－＞でもる。くde－＞の力て‡＜illFate＞と呼ばれ、く私＞の外に位  

置づけられている。それに対Lて、くCOn－＞の力迂く私＞の内部に位置づけら  

れているとLてよいゥ この＜illFate＞は、しかし、＜a secret over－ruling  

Decree＞とほされていない。つまり、Robinson：t王＜神意＞に＜反抗＞（de－）  

していろと考えているからであろハ ところが、くillFate＞ほ、く外＞から  

く内＞へ上梓行Lてl／lくのである。；長のテキストでは、それが＜Shame＞、   
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あるいは＜Reason＞に対立する＜incongruous aIldirrational＞な＜the  

COmmOrlTemper of Mankind＞に置き換えられている。  

As to goingHome，Shame opposed the bestMotions that offered   

to my Thoughts；anditimmediately occurr’d to me howIshould   

belaugh’d at among the Neighbour日，and should be asham’d to   

SCe，nOt my Father and Mother only，but even every Body else；   

from whenceIhave since often observed，howincongruous and  

irrationalthe common TemperOf Mankindis，eSpeCially of Youth，   

to that Reason which oughttoguide themin such Cases，Viz．That   

they are not asham’d to sin，and yet are asham’d to repent；nOt   

asham’d of the Action for which they ought justlytobe esteemed   

FooIs，but are asham’d of the returning，Which onlyl：an make   

them be esteem’d wise Men．（15T6）  

くNeightヵurs＞とはく共同体＞のことであり、そこをく否定＞（de一）した者  

が、そのく否定＞をく否定＞してく磨る＞（con一）ことがくRea古On＞の説得  

であるが、＜Shame＞がそうはさせない。つまり、＜Fool＞（irrational〕  

と判断されるくAction＞をすること、つまりくRea昏Dr王＞からのくde－＞は  

くShame＞を呼び起さないが、＜wise＞〔rational〕と思われるくAction＞つ  

まり＜con－＞すること（＜retum＞→re一律へ＋lorner曲る〕が＜Shame＞  

を起す。＜ashamed＞の＜a－＞は＜away＞などを示し、＜de－＞のパラダイム  

に属するのである。   

このくde－＞の力はまた＜evilIn触ence＞とも呼ばれている。これは、上で  

述べたく外＞から＜内＞へのくde－＞の力の所在の移行にみあう記号である。  

くin伽ence＞は＜わト 中へ＞とくβ脚で 流れる＞ 、及びく一首α＞でできてい  

て、＜中へ涜れ込む＞を原義とし、く星が流れ込むことによって起こる力＞と  

考えられた。この＜外＞からく内＞への転換は、Robinsonのく社会＞という  

く内＞からく世界＞というく外＞への動きの逆になっていることに気づくであ  

ろう。結論的に言うなら、Robinsonのくde－＞の運動、それはく北岡体＞が  

く教育＞によって＜固め＞てつくり上げた表層的＜存在＞（individual）から  

漂層的く存在＞（person〕へのく流浪＞（dモー）であったといえよう。   

か（して．＜不合理＞によって駆り立てられ、Robinsonは7プリカの海岸   
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への航海に出る。LかL、くIdid not ship my self as a Sailor＞というよ  

：）に、＜船員＞として航海に出たのではB：く、＜in the Habit：Of a Gentle－  

mall＞，＝あった。これ：ま、Rljbinsonは＜it was always my Fate to choose  

ror the worse＞と言うのだけれと＼一つの職業にくB］定＞〔con－〕されるこ  

上を拒否する姿勢を表わLているのである。しかし、秀れた船長にロンドンで  

出会い、数学、航海術などを学ひ、くa Sailor and a Merchant＞になる。こ  

れほ、Robinsonが＜de－＞の流れのLL］で生きるための必修なく知＞であり、  

これにより→人の大人に成長したこ上を暗示しているのであろう。   

その船長がギニー地方との交易後死に、新しい輪島と共にまたギニー地方へ  

航海に出かける。この祀は、く師＞の死であり、やはり、Robinsonの一人立  

ちを強調する記号性を有しているであろう。この航海で、Robinsonは不幸に  

出会う。  

Our Ship makir）gherCourse twoards the CanaryIslands，Orrather   

betweer）thoseIslands and the AfricanShore，WaSSurprisedin the   

Grey of thEL Morning，by a7brkish Rover of Sallee，Who gave   

Ch且皇e也us w托h allthe Sailsh色∽uld make．（1邑）  

このテキストにおいて＜towards the CanayyIslands＞がくbetween those  

Islands and the African Shore＞とく置換＞（or rather）されているのは  

何放か。＜the CanaryIslands＞の近くであることには問題はないが、＜も  

っと適切な言い方をすれば＞く中開＞に進路をとっていたという。何故くもっ  

と適切な言い方＞なのか。くttle Grey of the Morning＞の記号連銀が示す  

ように、＜未明＞とは、＜授＞とく朝＞の＜巾間＞である。しかも、くgrey＞  

にはく中間の＞という意味作用がある。つまり、テキストは、このく中間＞を  

く適切＞としているわけである。＜towards＞はくCOn－＞に通じ、くbetween＞  

とはくde－＞の状態にあるからである。くRover＞とはく海賊＞のことである  

が、く放浪者＞の意味作用を起し、＜rOVe＞はく流浪する＞である。つまり、  

くde－＞を本質上するわけで、紹らこそく中間＞の存在である。Robjnsonは、  

くa Sailor＞であり＜a Merchant＞として＜固まり＞〔con－〕つつあ．？た。  

これは＜towards＞が指示Lているだろう。そのく固まり＞を＜流動＞化する  

契轢が、＜Rover＞による＜反撃＞〔sally）．ないし＜奇襲＞（surprise〕で  

あった。そして、Robinsonらは＜yield＞〔de－〕し、くPrisoners＞（con－）   
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としてくSai王ee＞に連れていかれる。RobinsonはくtheCaptainof亡he Rov－  

er＞の＜Slave＞となり、他の仲間たちは＜the Emperor’s Court＞に連れて  

いかれろ0この二つの捕虜の処遇は興味深い。くtheEmp已rOr＞（im－G）Tf・に＋  

♪即αrg用意する＋一肝震用意する人〕のくSlave＞になるとは．＜con－＞の  

状況が強調され、くthe Captain of the Rover＞の＜Slave＞ということ  

はくde－＞が強調さjtるからである。物語的には、くde－＞を追求する定obinson  

に逃走経路を設けるためである。この事件でのRobinson の事情は次のテ  

キストが見事に表現していよう－＜At this surprising Change of my  

CircumstaneesfromaMerchanttoami5eI・ableSlave，Iwa5PeI・fectly  

OVerWhelmed．＞（19）くChange＞という＜de－＞。＜0VerWhelm＞にく水中に  

沈める＞の意味作用があるから、これも＜de－＞に通じており、今回Robinson  

こユく難破＞はしなかったものの、く粒破＞（de－）の反復としてこの事件が位  

置づけられていることがわかる。く奴隷＞はく船員／商人＞というく自由人＞  

のく否定＞〔de－〕形であり、く敵／悪意を抱く人＞〔foe〕によって、身分を  

く降下＞〔de－〕させられた存在である。   

しかし、くSlave＞にくCOn－＞されることを＜拒み＞、そこからく離脱＞  

〔de－）しようと努力をする。  

Asmy new Patronor Master hadtakenmeHome to his House，   

SOIwasin hopes that he would take me with him whenhe went   

to Sea again，believing thatit would＄Ome time or other be his   

Fate to be taken by a S？anishor FbrttEWIMan of War；afld that   

thenIshould be set at Liberty．But this Hope of mine was soon   

taken away；for whenhe went to Sea，heleftmeon Shoar tolook   

after hisljttle Garden，ar］d do tlle COmmOn Drudgery of Slaves   

atx）ut his House；and when he came home agaln from his Cruise，   

he order’d me tolyein the Cabbin toIook after t王1e Ship．   

HereImeditated nothing but my Escape；and what Methodl   

might take to effectit，but found no Way that had theleast Pro－   

babiIityin jt：Nothhg presented to make the Supposjtion oflt   

rational；forIhad no Body to communicateitto，that would em－  

bark withme；nOFellow－Slave，nO Englishman，Irishman orScotsma17  

there but my self；SO that for two Years，thoTIoften pleased my   
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弓elfwith theImagination，yetInever had theleast enco11raglng   

Prospectof puttingitin Practice．（19）  

＜Patron＞とは＜Paier父＋－OnuS と父のように保護する人＞を原義とする  

の：ま興味深い。この＜父＞は、Robin50n の生みの親としての＜父＞の反復を  

表現しているからである。この新しい父は、自らくgo to Sea＞することでは  

Robinsonの父と対照を成しているが、Robinsonをくgo to Sea＞させず、  

彼の＜家＞く土地＞にく息子＞をく閉じ込める＞ことでは共通している。  

＜Shore＞とは＜切用立った崖＞であり、＜Garden＞とはくfence＞を原義と  

し、＜Cabbin＞には＜con負ne＞の意味作用がある。また＜Garden＞を＜ParaT  

dise＞と読み換えるなら、それはくenclosure＞を原義にしていたはずで、  

くParadise＞にいる者が某ほくS王aveさだというのは皮肉であろう。こう考え  

れば、Robinsonの父の約讃した小間地帯のく楽園＞も、逆照射されてこよ  

う。全てはくCOn－＞。この新しい父が＜Cruise＞の記号と結びつけられている  

のに注意してよい。くCrusoe＞に近いのである。   

Robinsonはスペインかポルトガルの＜Manof War＞に自分の＜Patron＞  

がくCaPt呈ve＞になることで、自分－が＜SLave＞（con－）から、＜a七LibertY＞  

（de－）（くdeliver＞とはくdg－＞＋＜舶訂αrg＞）になると期待する（くhope＞  

の語源は、不確かながら＜toleap upin expectation＞らしい。ここから  

くde－＞しようとするが、くCOn－＞されてしまうという様子が想起される〕  

が、それが＜否定＞（de－）される。しかし、＜Cabin＞（here）の中で．＜Es－  

Cape＞〔de■〕のことだけを企てていた〔medit且te）。この状況は＜COnT＞と  

くde－＞のく中間＞（medi（0）－〕地帯にあることである。そして、彼にはく印潤一  

municate＞する＜仲間＞がいないという。＜Fellow－Slave＞とは＜English－  

man＞＜Irishman二＞であり＜Scotsman＞である。つまり、Robinson が  

＜離脱＞（de－〕してきたく社会＞のことである。ちなみに、＜Englishman＞  

くIrishman＞くScotsman＞の順序は何を語っているのか。くEnglishman＞  

であるRobinsonにとってく社会＞として現しい存在の順序であろう。   

2年程経ってから、逃亡計画案現の契横が訪れる。主人の親類のモール人  

〔Moor〕と、＜Ⅹury＞という名の若い奴隷と一緒に魚釣りに出かけた時であ  

った。船を沖に進め、モール人を海にほうり込み、逃げる態勢はできた。その  

時の状況をこうテキストは表現している。   
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Icould ha’been content to ha’taken this jT400r With me．and   

ha’drown’d the Boy，but there was no venturing to trust him：   

When he was goneIturn’d to the Boy，Who they call’d Xliry，and   

Said to him，Xwy，if youwi11be faithfulto meI¶Ilmake you a   

great Man，butif youwi11not stroak your Face to be true to me，   

thqEis，SWear卸Mahomet and his Faiher’s Beard．Imust throw   

youinto the Sea too；the■Boy smil’din my Face and spoke so  

innocently thatIcould not mistruSt him；and swore to be faithful   

tome，andgo allover the Worldwith me．（23）  

ここで注目しなくてはならないのは、Robin＄Onが＜Patron＞の親頸の  

くMoor＞を海に投げることで、＜Slave＞の身分から＜離脱＞（de－）し、一転  

して＜Patron＞になることである。＜moor＞は＜（船を）っなぎ留める＞＜（一  

般に〕固定する＞の意味作用を起すので、くMoor＞を海に投げることは、  

＜Slave＞の＜否定＞（de－）の象徴的儀式となろう。つまり、く父＞（Patron）  

の＜否定＞である。それによって、今度は＜父＞（Patron〕になるのである。  

これは、＜父／豪／社会＞からのく自立＞を完成きせたこと、身捧的だけでな  

く、精神的＜自立＞の象徴となっている。くfaithful＞（忠実な／信心深い）で  

あることを要求して、自らを＜Mahomet＞及びくhis Father＞の地位に位置  

づけている。＜faithful＞であれば、＜a great Man＞にしてやるという約  

束は、Robinsonの父の約束に何か似ている。父たる者の運命的な言葉か。  

くgreatMan＞とはく身分の高い人＞であり＜大人＞である。Ⅹuryを＜息子＞  

として、Robinsonは＜父＞になった。この後 Robinson は物語の展開の中  

で、Friday というく息子ウ、英国へ戻ってから彼の見の甥＝人をく息子＞に  

し、更にはく結婚＞により、二人のく息子＞と一人のく娘＞をもつく父＞とな  

っている。この意味から言えば、Robinsonはく孤島＞を＜有人化＞したの  

であるから、く島＞のく父＞ともいえよう。   

Robinson と Ⅹury という＜父＞と＜息子＞、もし（は＜主人＞＜灰隷＞  

が船で逃亡する間の記述は次のテキストで示されている。  

WhileIwasin View of the肋or that was swimming，工 stood   

Out directly to Seawith the Boat，rather stretching to Windward，   

that they mightthink me 卯ne tOWards the Strails－mOuth（as   
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indeed any one thatllad beenin their Wits must ha’been sup－   

posedtodo）for who would ha’suppos’dwewere saild on to the   

SOuthward to the truIy Barbarian Coast，Where whole Nations of   
Negroes were s11re tO SurrOund11S With their Canoes，and destroy   

us；Where we couldne’eT OnCe gO On ShDar but we should be de－   

VOur’d by sav三唱e Beasts．or more merciless Savages of humane   

kind．（23）  

これまでRobinsonは2つの＜foe＞としての領域から＜逃走＞〔de－）Lてき  

た。イギリスというく文明社会＞、そして、く奴隷制度＞を有する7フリカの  

北海岸の皇帝の領土、海賊のMoor人の領地である。そして、今度のくfoe＞  

は＜SOuthward＞にある＜the trulY Barbarian Coast＞となる。したがっ  

て、そのくfoe＞からくde－＞するために、またしてもく中間＞の領域を選ぷ。  

それはく流動＞を可能にする＜海＞である。しかし、水を得るために最初に上  

陸した所はこうである－＜By tllebestofmy Calculation，that Place  

WhereInow was，lnuSt be that Country，Whichlying between the  

Emp色rOr Of Morocco’s Dominions and the Negro’s，1ies wast andun－  

inhabited，eXCePtbywildBeasts．＞（267〕つまり＜中間＞、＜de－＞が強  

調されているのである。このく中間＞のこのテキストにおける記号性は高い。  

Robinsonの父が主張した＜中流＞、子の求めるく流動＞のためのく中間＞。  

この＜中間＞はDanielの＜interpeter＞としての＜中間性＞に通じているで  

あろう。   

航海を続け〔de－）、RobinsonとⅩuryとは、イギリスでもモロッコでもな  

いポルトガルというく中間＞の船に助けられる。それは、RobinsonがくDi－  

1emma＞（中間〕の状態にあったときである。彼らはブラジルヘと渡ることに  

なるが、航海中RobillSOllは助けてくれた船長に持ち物を買ってもらい、同時  

にⅩuryを譲ってほしいといわれる（所有物の＜de－＞）。その時のRobinson  

の処理はこうである。  

‥．he offer’d mealso60Pieces of Eight more for my Boy 助rJ′，   

WhicllIwasloath to take，nOt thatIwas not wi）1ing toIet the   

Captain have him，but，Iwas veryloath to sellthe poor Boy’s   

Liberty，Who hadassisted me spfaithfu11yin procuring my own   
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fIowever whenIlet him know my Reason，he o町n’dit亡O bc just，   

and offer’d me this Medium，that he would give the Boy an Obli－   

gation to set him freeirlten Years，if he turn’d Christian；upOn   

this，and劫ry saying he was wi11ing to go to him，IIet the   

Captain have him．（33－4〕  

ⅩuryがRobinsonから約束されたくa great Man＞とはこういう内容であっ  

た。Rob王nsonが彼のくLiberty＞を檜探するまでくfaithfully＞：二環助してき  

たその代償が、く60Piece旦Eight＞で＜Liberty＞を売られろ、く商品＞と  

して売られることであった。確かに、キリスト教に改宗（回教からくde－＞し  

て、キリスト教にくCOn－＞する〕して、10年後にくfree＞になるという＜Me－  

dium＞（＜中間＞）がつけられはしたが。これは、Robinsonが＜中間＞から  

くde－＞した時に、つまりイギリスではないが、それでも培似のく文化＞へと  

＜con－＞した時に起ったことである。Ⅹuryは10年複、＜Slave二＞から＜free＞  

になろう。しかし、綬はく文明＞、∃山ロッパ文明にく虜われ＞ることになる。  

その象徴は、服が＜God＞の＜Slave＞になること。Ⅹuryは常にくCOn－＞か  

らく離れ＞ることはできそうにない凸それにしても、RobinsonにⅩuryを売  

る権利はあるのか。いつ．XuryはRobinsonの＜Slave＞となったのか。象  

徴的にそうなったことほ、先に述べたが、現実的にそうなったことはあった  

か。この間泡はテキストのレトリックである。＜Chr王stian＞になること、  

くLiberty＞を得ること、この両方を等号で連結するためのレトリックである。  

＜Mahomet＞からの＜自由＞を＜Christian＞になることで保証するという  

わけである。この論理の理矧二は、＜Daniel＞のコードが必要である。   

ブラジルに着くと、宜objn5Dnは農園の経営者、つまり資本家になる。しか  

し、人手が不足し、労働に明け暮れる。その時、Robinsonはこう反省する  

－ ＜‥．nOWIfound more than before．Ihad done wrongln parting  

With my Boy助り，．＞（35）これほ＜de－＞（partir唱）への反省で、例によ  

ってRobinsonのいつもの運動である。しかし、このⅩuryへq）＜con－＞は、  

Robinsonの現状の＜conT＞の生活からの＜離脱＞（der）の想いのためである。  

Butalas！for me to do wrong thatnever did right，WaS nO great   

Wonder：Ihad no Remedy but to go on；Iwas gotteninto an Em－   

pIoym甘n．t qu王te remote tomy Genius，anddirectiY COntrarY tO the   
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LifeIdelightedin，and for whichIforsook my Father’s House，   

and broke thro’allhisgood Advice；nay．Iwas comingintothe   

Very MiddleStation，OrupperDegreeof10WLife，Which my Father   

advised me to beEore；and whichifIresoIved to go on with，I   

might as we11ha’staid at Home，and never have fatigu’d my self   

intlle World asIhad done；andIused often to say to my self．I   

could ha，done this as wellin Englandamong my Friends，aS ha’   

gone 500 Miles off to doit amongStrangers and Salva官eSin a   

Wilderness，and at such a Distance，aS neVer tO hear from any   

Partof the World that had theleast Knowledge of me．（35）  

ここでRobinsonほ＜Slave＞（COn－）から文字通り＜Master＞となるにもかか  

わらず、その実掛まくSlav¢＞と変わることがない。く労働＞というくfoe＞  

に、くCOn－＞されているのである。この7ソビザアレンスに注目してよい。こ  

の＜Master／Slave＞の生活とは、＜COn－＞の生活であり、これはくan Em－  

ployment quiteremote tomy Genius＞であり、＜corltrary tO the Life  

Ideligtlt色din，andfor wもictlIfq柑00k my甘a仕即’sHouぷe＞である。  

つまり、＜de－＞の生活こそRobinsonの求めていたものであったはずである。  

くmy Cond王tion＞（COll一共に＋diccre言う＋－ion＝一致すること〕とは、  

こうである－＜lhad nobody to comFerSeWith but now and then  

this Neighbour；nOWork tobedone－butby the LabourofmyHands：  

andIused to say，Iliv，d justlike a Man castaway upon some deso－  

1ateIsland，thathadnobody there but himseli．＞（35）ニこは、一見  

＜community＞をRobinsonは求めていると、読めるようであるが、そうで  

はない。くCOn－＞の＜否定＞（de－）こそ主張しているのである。なぜなら、  

＜aMancastaway upOnSOmede501ateIsland，thathadnobody there  

buthimself＞こそ、彼の＜de－＞の運動の一応の目標だからである。彼の現在  

置かれている場は＜孤島＞に＜類似＞しているだけで、やはり＜thevery  

Middle Station＞であるからだ。まがりなりにも＜文明社会＞に一応は組丸  

込まれているのである。   

ここで注目していいこと、それはRobinsonがイギリス社会にいるわけでは  

たいのに、イギリス社会の尺度で様々な判断を下すということである0 こここ  

はく社会制度＞もしくはく文化＞とく個人＞が＜教育＞を媒介とLて関係づく   
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メカニズムが暗示されている。く個人＞がく教育＞という名のもとでく社会制  

度＞に組み込まれ、その制度及びその制度的コードが、そのく個人＞の存在軋、  

社会的存在性と同「培に実存としての存在性をも構成していることがわかる。  

く文化／社会＞とはく個人＞にとって、一種のく獄舎＞（prison）であり、rこ  

こにく個人＞は＜con爺ne＞されていく。それは、まさに、Robinson の父か  

そうであった。そLて、自己の置かれた状態が最高のものと満足する（＜con－  

tent＞→く印恥ノヒに＞＋く抽堀川含む＞＋・わ措＝すべて合、貢れた→なんの不足  

もない）。く社会さ化されたく個人＞が満足する、これはく社会＞のく安定＞  

（con－）につながるが、それは同時に、その＜社会＞構造を利用しているく個  

人＞の権力を許すことである。   

斤（沌よ乃甜乃 Cγび甜β は、一つの読みとして、どれだけ＜人間〔個人）＞は、  

く文化／社会＞からく自立＞（de一〕しうるかの物語として眺めることがで き  

る。ここから、オイディプス■コンプレックス的読才人も、またく個人」三晶と私  

企業というプルジョ7的価値をたたえる物語＞14）という読ムも派生しうる。  

く文化′／社会＞の代りに＜父＞、く王権／国家＞を置けばよい。これと関係L  

て、＜知＞とく聴力＞の関係を問う物語とも言えよう。＜社会＞がく個人＞に  

与える、もLくはぉしつける管理されたく如＞ほ、く個人＞をく獄舎＞に封じ  

込める。しかL、く個人＞が自ら求め、体験によって待たく知＞とは、く個人＞  

を解放する。くCOn－＞のためのく知＞とくde一＞のためのく如＞とでもいおう  

か。Lかし、くde－＞のためのく知＞といえど、いつく他者＞を＜抑圧＞するく権  

力＞へと転化するかも知れない。そのく転換＞の契機を物語るのが、Robinson  

がく孤島＞に流れ着いてから彼のテキストであるとしてよい。   

く孤島＞に漂着したRobinsonは、そのく場＞についてはく無知＞である。  

しかL、く知＞とく孤絶＞（de－〕したRobinsonではない。この点に注意が必  

要である。イギリス社会が与えた＜知＞、かつて船長が教えてくれたく如＞、  

白らの体験で指たく知＞がある。これらのく知＞は物質的ではありえずゝ そ  

れぞれ＜場＞に応じてどれかが＜優越性＞を示すことになる。Robinson：こと  

って＜未知＞のこの島では、イギリス社会の与えたく知＞は無力である。つま  

り、＜con－＞のための＜知＞は活躍の場を失い、くde－＞のための＜知＞が＜優  

越＞する。く知＞の自然陶汰である。くde－＞の＜知＞とは、実に人絹が太古  

から、く自然＞との闘争（de－〕及び協調（con－〕関係の中で獲得してきたもの  

であり、く自然＞の中でく生きる＞（de－〕ために得てきたく知＞である。それ  

はく個人＞をく獄舎＞に封じ込めるためり類いのものではない。く個人＞が   



くDanielDe－Foe＞ としての尺0鮎押5¢調Cr上J∫Og  153  

く自然＞のく猛威＞〔foe〕からく離脱＞（de－）するための＜知＞であった。こ  

のく知＞は、しかしながら、必要以上に増殖すると、＜権力＞のためのく知＞  

へと転換LてLまう。＜自然＞（foe）の支配、そしてく他者＞（foe〕の支配の  

ためのく知＞。Robinsonは＜孤島＞で、まずはく生存＞に最低限のく知＞の  

行使から出発する。いや、多少のく余剰＞的く知＞からの出発であるのかも知  

れない。く銃＞のく知＞、く文字＞のく知＞、そLて＜神＞のく知＞の存在。  

おそらく、これらのく知＞が不在であれば、28年余りでく島＞に対してく全  

知＞となる位置につくことは不可能であったろう。ともかく、Robinsonは彼  

が出発点に保有していたく知＞で武装し、く孤島＞を制圧していく。彼の島で  

の＜知＞が、くdet＞からくCOn一＞のためのく知＞、＜権力＞の＜知＞へと転  

化するのは、く島＞にく他者＞が存在するようになってからである。人喰い人  

種さこまさに喰われんとしている敵対的人喰い人種の青年を、Danielをライオ  

ンから救済した神のように救済するとき。また、綬をく島＞からく離脱＞さ  

せてくれるこ土になる船の船長をその反逆者の辛から救うとき、Robinsonは  

＜全知＞の位置にいる。最後は島の＜Governor＞となる。しかし、Robinson  

C用言鋸のテキストは、このくCOn一＞のく知＞の危険性を追求することなく、  

むしろ隠そ・うとさえLている、といえよう。なぜなら，このく如＞が、く個  

人＞のく生＞のためのく知＞（de一〕にすりかえられてLまっているからであ  

る。更に、Robinson：j：く権力＞を得ると、すぐにその煙から＜酬妃＞（de－〕  

する、つまり、く孤島＞を去るからである。他のテーマであるくde－＞に身を  

ゆだねる Robinson、そこからの当然の成り行きではあるが。   

今一度もとに戻って、Robinsonの＜孤島＞でのくCOn－＞のく知＞と＜de－＞  

のく知＞の弁証法を具体的に考えてみる。この物語はRobinsonが農園の労働  

者としてくNegroes＞を買いつ削こ行く航海で難破し、一人助かり孤島に漂着  

するところから始じまる。くCompanY＞の存在しない領域が人工的に設定さ  

れたところからである。   

島へ上値するまでのテキストはくCOn－＞とくde－＞がめまぐるしく交替して  

いる－く‥．the Ship struck upona Sand，andin a moment her Mo－  

tion beingsostopp’d，the Sea broke over herinsuch a manner，that  

We eXPeCted we5hould allhave perish’dimmediately，and we were  

immediately driven into our cIose Buarters to shelter us from the 

Very Foam and Sprye of the Sea．＞（42〕＜Ship＞は風に吹かれ、波に  

乗りくde－＞の状態にあったのが、ニこでく固定＞（亡On－〕してしまった。   
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＜the Sea＞はRc・binsonらにと1て＜foe＞である。そこから＜逃れE，＞  

（de－〕ために、ポ『トを＜舷側から下し＞（deR）、11人がくGod’s Mercy＞と  

＜thewildSea＞に身亡く任せた＞〔commit）。しかし、しばらくすると大沌  

に飲み込まれてLまう－＜a raging Wave，Mountain－1ike，Came rOWl－  

ing a一旦tern Of us，and plainly bad us expect the Cou少de Gracc．h  

WOrd，it took us with such a Fury，thatit oversct the Boat at once；  

and separating us as wellfrom the Boat，aS froI王10ne anOther，gaVe  

us not time hardly to say，O God！for we were all弓Wallowed upin  

a Momen七．＞（44）く披＞がRobinsonら：こくCOn－＞Lてくる。その＜同  

化＞の瞬間が＜the Coup de Grace＞であろ。それ；i、同拍に二Robinsonら  

の＜生＞からのく離脱＞であり、く詑＞への＜同化＞である。・く0VerSet＞は  

＜de一＞の＜removal＞の意味に通じ、＜separate＞i3．＜分離＞である。この  

くfoe＞としての＜a raging Wave＞からくde－＞Lえたのは．Robinsonだ  

けらしかった。＜波＞に飲まれ、沈む（de－）ときてま、＜the Confusion of  

Though亡＞の状態にあった。綻ばなんとかくhalf－dead＞（中間）の状態で、  

浅瀬に近づき立ち上ろうとしたが、再度披に飲まれろ。  

The Wave that came upon me again，buried me at once20or30   

Foot deepinits own Body；andIcould feellny Self carried witll   

a mighty Forceilnd Swiftness towards the Shore a very great   

Way；butIheldmyBreath，andassisted my selftoswim still   

forward with allmy Might．Iwas ready toburst with holding my   

Breath when，aSIfelt my 日elf ri已ing up，SO tO m）‾imT11ediate   

Relief，Ifound my Head andliands shoot out above the Surface of   

the Water；（45）   

かくしてRobinson は＜救出＞（de－〕されたわけであるが、＝t’CD際彼の置か  

れた状況、つまりく沈ずみ＞．く死＞にひんLてく海面＞に浮かぷこと、それ  

は＜robin＞の記号が暗示する＜death andresurrection＞を表象Lているで  

あろう15〕。＜resurrect＞の語源＜resurrecLio＞は＜resurgere浮き上る＞の  

意味作用を内包しているのである。ちなみに、＜robin＞は＜a form of the  

storm－Cloud bird＞とゲルてソ文化では考えられている。16）そして、Robinson  

がこうして＜water＞に浸ることの記号性て土当然くbaptism＞であろう。ここ  

に次のテキストがあり、参考になる。   
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The waters are（also）equated with the continualflux of the   

manifest world．with consciousness，forgetfuhe豊島；they aIways dis－   

SO］ve，abolish，Purify，‘wash aⅣay’and regenerate；they are asso－   

Ciated with the moisture and circulatory movement of blood and   

the sap oflife as opposed to the dryness and static condition of   

death；they revivify andinfuse newlife，hence baptism by water   

Or bloodin initiatory religlOnS inwhich the water or bloodalso   

WaShes away old】ife and sanCtines the new．Immersioninwater   

not only symbolizes the return to the prlmOrdialstate of purity，   

death to the oIdlife andrebirthinto the new，butalso theimmer－   

Sion of the soulin the manifest world．17）  

確かに Robinson はくⅥrater＞にひたることによって、＜高度に発達した文  

明＞からく離脱＞し、＜原初的な純粋の状態＞へ戻ったかに見える。しかし、  

そうではなく、先述の過りにく文明の原初＞に近い時点への＜匝l帰＞である。  

われわれは＜COn一＞のく知＞からくde一＞のく如＞へのく回帰＞と読みたい。  

くthedrynessandstatic conditlon of death＞（con－）でほなく、くWater＞  

は＜the moisture and circulatory movement of blood and the sap of  

life＞（de－）を象徴しているからである。   

Robinsonの＜死＞からの＜離脱＞は決して＜生＞へのく固着＞（COn－）では  

ない。彼の置かれた状況とはこうである－＜Iwas wLet，hadno Clothes  

to shift me，nOr any thing either to eat or drink to comfort  

me，but that of perishing with日unger，Or being devour’d by wild  

Beasts；andthatwhich was particularly afnictingto me，WaS，thatI  

had no Weapon either to hunt and killany Creature for my Suste－  

nance．＞（47）っまり、その状況には＜生＞からの＜離脱＞の契横が充満して  

いるのである。＜no＞の連鎖はその記号となっている。Robinsorlの置かれ  

た状況はく生＞と＜死＞の＜中間＞である。このく中間＞とは父が勧めたくq」  

産階級＞というく固定＞したものではなく、くde－＞が積極的に生産される場  

である。＜死＞と＜生＞の＜差異＞（difference〕という狭間である。この  

＜de－＞を生産する＜差異＞、もしくは＜de－＞の生産する＜差異＞こそ＜Rob－  

inson Crusoe＞の指示することがらである。   

上陸L、痺労のために眠り、翌日船に＜Necessaries＞を取りに行く。＜ne－   



荒 木 正 純  156  

CeSSary＞の語痛は＜伽仁g∫Sαrね路＞で、く邦g－ない＞＋くCgdgrgゆずる＞ ＋  

く－の頑舶＞から出来ていて、くゆずることのできない＞を意味作用としてい  

る。これは＜de－＞の／（ラダイムに含めることができる。＜de－＞＋＜foe＞であ  

る。それは＜食糧＞として、＜Bisket＞＜Rum＞＜Bread＞＜Rice＞＜three  

Dutch Cheeses＞＜five Pieces of dry’d Goat’s Flesh＞＜alittle Re－  

mainder of EzirOPean Corn＞，＜衣料＞＜大工道具＞＜弾薬＞＜猟銃＞＜短  

銃＞とされる。これらは、Robinsonが判断・選択したものであるが、何に対し  

てく必要＞なものなのであろうか。明らかに、一個の人間にとって、ではなく、  

文明社会からく離脱＞し、く自然＞の中で＜也＞を維持しなくてはならない人  

間にとって必要なものである。上記の品物は、全てく文明＞の所産である。こ  

の＜必要＞なものをRobinsonの手に入ることを可音訓こしたのはDofoeとい  

う原理であるが、その記号性は考えられてよい。先述のようにく文明＞に教育  

され、存在にく文明＞が浸透した人間は、文明り所産を抜きに、文明度ゼロの  

状態から再出発はできない．ということである8後になされるように、Robin－  

SOnは自分で道具を生産することになるから、ゼロ磨からの出発も可能であっ  

たはずだが、そうしなかったことの記号性は、文明人の文明化の度合を強調する  

ためであったと思える。先に示したように、くde一＞のための＜知＞と＜con－＞  

のためのく知＞の概念を導入すれば、く必要なもの＞はくde－＞のための＜産  

物＞だ桝こ、非文明的地域にぉいてでも有効である。これに対して、くCOn一＞  

のく知＞のく産物＞、く記号＞的産物は非文明の地では無効とされる。その典  

型はくMoney＞である。この存在はく記号＞性の高さ故にRobinsonにとっ  

て現在く必要なもの＞ではない。  

Ismil’d to my self at the Sight of this Money，O Drug！SaidI   

aloud，What art thou good for，Thou art not worth to me，nO nOt   

thc taking offof tIle Groumd，One Of those Knivesis worthal1this   

Heap，Ihave no Manner of use for thee，e’en remain where thou   

art，and go to the Bottom as a Creature whose Lifeis not worth   
SaVing．（57）  

文明社会はく余剰＞を生産し、それを記号化し、制度としてく固定＞する。  

そのく記号＞としてのくモノ＞は、くモノ＞そのものの価値によって存在する  

のではなく、く制度／体系＞内における＜差異＞によ1て存在する。その存在   
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価値を人間の生存に必要なものとしてく個人＞に教育するのがく文明＞であ  

る。くMoney＞はその存在性を保証するく制度／体系＞をこの孤島では喪失  

（de－）しているが故に、＜価値＞を有さない。しかし、Robinsonは＜考え直  

して＞持って行くことにする。この記号性は何か。Robinsonの文明社会への  

未練、ひょっとして助かった折には文明社会でく価値＞を有するという期待  

（これは実現する）。この他に、彼がいかに文明化的存在であるかを示してい  

る。もう一つの轢能、それはく考え直す＞というくde－＞の運動を指示するこ  

とである。   

Robinsonが、まず着手しなくてほならないこと、それは＜住居＞の建設  

（COnStruCtion〕である。まず＜Tent＞が架設される。その材料は周囲の植物  

を利用してのものではなく、く帆布＞という文明の産物であるが、われわれは  

＜転用＞の際の＜de－＞に注目してよい。＜帆布＞から＜Tent＞へ。Robinson  

がくTent＞を張る際にとった手川副まこうである。  

BeforeIset up my Tent，Idrew a half Circle before the hollow   

Place，Which tookin about Ten Yardsinits Semi－diameter from   

the Rock，and Twenty YardsinitsI）iameter，fromits Beginnlng   

and Endir）g．   

In thi＄half CircIcIpitch’d two Rows of strong Stakes，driving   

theminto the Ground ti11they stood very航rmlike Piles，the   

biggest End being out of the Ground about Five Foot and a Half，   

and sharpen’d the Top：The two Rows did not stand above Six   

hches from one another．（59）  

この作業は、まず Robin与On がこの島で彼の＜テリトリー＞を碓宜した最初  

の作業と読むことができる。島全土の支配権獲得の第一歩に他ならない。この  

時、何故＜a half Circle＞が描かれたのであろうか。＜Circle＞でなく。実  

用的な記号作用は、後ろが岩で防衛に好都合ということがある。しかし、象徴  

的意味作用がありうる。＜Circle＞の象徴的意味作用は以下のとおり。  

A universalsymbol．Totality；Wholeness；Simultaneity；Orlginal   

perfection；rOundnessis sacred 且Sithe most natural shape；the   

Self－COntained；the Self；the unmanifest；theinfinite；eternity；time   
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enclo＄1ng SpaCe，but also timelessness as having no beginning or   

end，and spacelessness as having noaboveor below；aS CirculaTand   

Spher王calitis the at抑1ition of time and space，but also signifies   

recurrence，Itis celestialunity；SOlar cyl：1es；al1cyclic movement；   

dynamism；endless movement；COmpletion；fulfi1ment；God：‘God  

is a circle whose centreis everywhere and circumferenceis no－   

Where’（Her mes TrismegistllS）．181  

したがってくhalf＞によって、この象徴性が否定もしくは変更されていると読  

めないであろうか。Robinsonはこり孤島でく庶初的完全＞を得るわけではな  

い。＜a half Circle＞に＜Beginning＞とくEnding＞があるということlま、  

＜timeles呂＞でないこと、つまりRobinsonの島での生活には＜Beginning＞  

と＜Ending＞があることを示していよ〕。Rob呈nsonは島の生活にヨpロッパ  

の層を持ち込むことで、く七ime＞を分節化する。このRobinsonの＜time＞  

は＜Beginning＞と＜Ending＞を‾IiLする＜力1rロス的時FiEE＞であり、それは  

1659年9月30日から始まり、1686年12月19日に終わる直線的時間である。実に  

＜創世記＞とく黙示鐘＞を有するく暗＞であり、Robinsonは島を去る時、  

＜Governor＞として＜罪人＞たちに＜審判＞を下す。更に＜島＞はくSea＞に  

囲まれた空間で、＜spaCeless＞ではない。＜God＞なRobinsonは最終的に自  

己の内部に確立するが、絶えずく信仰＞とく不信＞のく中間＞を往復している。   

＜a halfcircle＞そのものの蒙徴的意味作用もある－＜Thelower half  

Of the semi－Circleis the Low Waters and the ark and the upper  

halfis the Upper Waters and the rainbow．＞19）ここにある＜theI．ow  

Waters＞とは更に＜chaos，Or the ever－Changing mainfest world＞で  

＜the High Waters＞とは＜the realm of the unifying waters＞である。  

ではRobinsonにとって、＜the Semi－Circle＞は＜thelow half＞か＜the  

upperllalf＞か。眺める位置によって、どちらにもなりうる。どちらかと1v、え  

ば、時の経過にともなって、綬にとっての＜島＞は＜thelow half＞から＜the  

upper half＞へと移行すると考えられる。＜混沌＞から＜統d＞へ。つまり  

＜de－＞からくCOn－＞へとである。くark＞の象徴的意味作用はこうであるu  

＜feminine prlnCiple；bearer oflife；the womb；regeneration；the  

Ship ofdestiny；a VehicIeforcarry王ng and transmitting theJifeprin－  

Ciple；preSerVation）．20〕確かに、Robinsonはこの＜a half circ】e＞に泊って   
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柵なめぐらし、く′巨命）を維持しよトう上する。Robinsonは＜aCavejust behind  

my Tent，Which serv’dmelike a Cellar tomy House＞（60）モ＜岩＞に  

掘る。このくCave＞七＼吏くthe womb＞土見徹せる。・くthe half－Circle＞の外  

：二くEnglish Barley＞（7射が間然からご上ミ肯してくる。く種子＞からのくノ巨命＞  

の再生てある。宅た、＜：島＞自体がくtheark on tlleWaterS＞であるはずであ  

る。Robinsonの遭遇した嵐は、くtlle月00d＞であり、彼は生き残ったNoahで  

；ある。更にくark＞ほ＜the Churchinwhich man should be saved．safely  

ridirlg the waters oflife＞くCllrist，，SaViour of mankind＞2王）と点味  

作用すると見れば、RobiIl昌Onがく島＞てくGod＞を見い出していくのてま当然  

である。また、く島＞をくChurcll＞と兄一枚すと、その内部にありながら、聖  

書だけに依拠し、くGod＞を兄い拙L、ついには島をく離脱＞する、これは  

くDissenter＞について述べていると読めよう。   

Robinsonはくa half Circle＞に泊っ」ご＜Fence＞を弓島国につくろが、その  

性質とはこうである－くSO StrOng，that neither Man or Beast could  

getintoit or overit＞（59）（＜fence＞は＜garden＞へ、そして＜Para－  

dise＞へと連鎖していたこ上を想起Lてよい）。くEence＞は＜defence＞のメ  

トニミーてあり、くde－＞を潜在化していち。そのく離脱＞の村費のくfoe＞と  

「よ、くMan＞とくBeast＞である。山稜く住輯＞の建設は続けられるが、常に  

くde－＞くfoe＞を原f牢としていろことが知れろ。また、この過程でテキスト  

が明らかにしていることは、Robinsonの発想がく文明＞的であるということ  

である。既に指摘Lたが、舵の蝿産拘は文明のくイデア二＞に基づいている。  

たとえばこういうテキストがある－＜The excessive HardLleSS Of the  

Wood，and having no other Way，made me along while upon this  

Machine，forIwork’dit efEectuallY bylittle andlittleintotheForm  

of a Shovelor Spade，the Handle exactly shap’dlike ours∃n Eng一  

山粥d＞．（73）この一例がノトニご」イ甘こ帽示していることは、くEn宮1and＞と  

いうく文明＞のメトニミーからの Robinsonのく離脱＞（dか〕は、く空間＞  

的なものにすぎず、＜文明＞そのもの、くEngland＞そのものからの＜離脱＞  

ではないことである。この古昧で、Rbinsonにく文明＞の過程のく時間＞的反  

復のた鋸こく空間＞的酬氾をしたといえよう。したがって、く離脱＞の本質的  

な方向性はく外＞ではなくく円＞に求められなくてはならないだろう。く心＞  

の巾へのく離脱＞。特こくLGod＞の発見：まそのメトニミーである。   

く文明＞の＜吋＞の更仮の始灘甘二a great Cross＞（6i）を形成するくa   
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1arge Post＞（64〕に刻まれた目付である－くJ細川β ロ邦 吉加rg 毎γβ0乃  

the30th qfSept，1659＞（64）．以後このくalarge Post＞はRobinsonの  

く時＞を＜分節＞化していく。このく文明＞のく時＞の反復の過程の巾で、か  

ってく拒絶＞（de－）されていたく理性＞が優越してくることは注目に晒し、する。   

Inow beganto consider seriously Tny Co打dition，and theCirc捉m－   

stanceIwas redlEC’d to，andldrew up the State of my Affajrs jn   

Writing，nOt SO muCh toleave them to any that were to come   

after me，forIwaslike to have but few Heirs，aS tO delivermy   

Thou宮hts from d且ily porit瑠upOn them，and aFf］icting my Mind；   

andasmy Reaso乃began now to master mY Despondency，Ibegan   

亡O Cロ研fort my selfas well舶Jcould‥‥（85）（イタリ ノクス筆者）   

このテキストにもくde－＞と＜con－＞の対立はあるが、明らかにくde－＞は  

くCOn－＞に従属させられている。くCOn－＞を生み出すために、＜de－＞が存在  

化させられている。自らの＜閉ぎされた＞＜Condition＞を考えるために、  

＜Writing＞が使われるが、これはくde－＞の作用をLている。つまり．く思  

考＞を頭のく外＞に＜dβ1i、Ter＞するからである。そうすることで＜Reason＞  

という＜COn－＞の典型が、くDespondency：＞（de－＋sPondere promise〕を  

支配し、くCOmfort＞が得られるという。このように一応は読める。かつて  

Robinson は父の＜Reason＞を＜否定＞（ded〕し、イギリスを脱出したので  

あった。この時支配的だったのが＜krationaIity＞であった。今その関係性が  

逆転したのである。＜Reason＞ほくthat Reasonwhich ought toguide＞  

とされ、くIrratiDnaljty＞はく破滅＞へと人を埠びく、と考えられた。だが，  

Robinsonは＜de－＞の作用に身をゆだねたのである。しかし、今、彼はくCOn－＞  

の作用に身をゆだねている。そのように読める。しかし、そうか。この場合  

も、例によって、Robinson が＜de一＞へと身をゆだねるための準備としての  

＜con－＞への呼び戻しである。このテキストにも、くCOn－＞が与える精神的苦  

痛が述べられており、＜de一＞することの必要性が暗示されている。＜Despond－  

ency＞も、＜de－＞と見ることは正しくなく、くde－＞を含むが、むしろ  

くCOn－＞の状況を示している。く∫画調d訂e＞の意味するくpromise＞とは、  

く現在＞からく離れた＞（de－）く未来＞のことがらであり、このくde一＞性を  

く否定＞Lているのである。したがって、くReason＞とは、イギリスの社会   
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では＜con－＞として働いたが、二の島ではむLろ＜de－＞とLて作用している  

のである。＜de－＞とはくこ巨＞のことだからである。＜de－＞がやはり優位であ  

ることは、Robinsonがつくる一つの状況の両義的読みのリストに見てとれ  

る。一つの読みへのくCOn一＞のく拒否＞を示しているからである。そして、こ  

の＜de－＞のく一弘考＞の中で、＜God＞が現われてくるわけである。この表はき  

わめて図式的であるが、それだけはっきりとその経過が示されている。  

Evil．   

∫ α狩7 用言f 郎r（柄α力卯′r沌わ  

dg甜ねねJ∫ね乃d．班融王 q／上沼  

板碑¢qF丘郎別嘲り  

Jα別 ∫古刀廓’d朗〟α那巨呵匝「一  

α紬d．田富亡紺gγg，カ・別間l正g〃ね  

Ⅵ′αrJdわ毎別iざerα如e．  

Good．   

β甚り脚ナ川肋g，甜d兜0≠♂r仇川’d  

郡dが押叩5朋弟＝仇叩如叩Ⅷ服．  

β如f∫α椚∫ゴ喝ブ’d㈹f加′r叩！  

劇1鹿 5町如Crg甜foみe g如′d  

′相調βgαfれα刀d鮎摘αf椚存α仁・  

如拙由り郡’d研e／γ脚か紺地亡脚  

血茄据r 仲把′r（棚抽g C仇別封烏b札   

励〟 n戒甜伽血中明＝馴れ触  

ぷ壇＝減作朗rgmβ時節古口摘g5如咋，  

抽如Jわ脚官邸肋弼 α扉∝相聞叩  

乃β仁βざ5αγプ 蹴咋節 が 山上Jgf摘打  

叫♪抽 弼プlγα〃f∫，卯g〃慮Jg掴g  

紬gl坤♪ね椚ブ5βげ甜β搾 鮎 由咋g  

那J加β．〔66〕  

J血zぴβ兜β ごわまJJ拍5タ紺点れ  

ロI・r（ヲJ砧〃g 椚g．  

＜Evil＞と＜Good＞が対比され、＜God＞は当然くGood＞の項に現われてく  

る。＜he thatmiTaCulously sav’d me from Death＞が＜God＞と最後に  

は明示化されてtlる。くReason＞の優越、＜God＞の信仰の芽生えがあるか  

らといって、＜Positive＞な見方が＜Negative＞に勝利するわけではない。  

大きい流れとして、＜de・＞のリズムに身をゆだねるRobin昌Onはその中で  

くCOn－＞とくde一＞の対立の反復を繰り返えすからである。大きい涜れとして  

の＜de一＞を今＜DE－＞とL、小さい方のリズムを＜de－＞としておけば、   
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くDE－＞の巾のくCOn－＞も、冥こまくde－＞であることがわかる。くde－＞だけ  

であれば、それはくCOn一＞のこととなるからである。またこのくDE－＞でさ  

え、＜CON－＞の契機をたえずはらんでいる。Robinsonは＜孤島＞でiti活  

（＜DE－＞）を進めるうちに、彼自身の＜王国＞の＜建設＞（CON－StruCtion〕  

を同時に行なっているからである。   

Robinsonは生活を継続するうちにくGod＞への信仰をく同め＞（COn－〕てい  

く。しかL、その過程の巾でくGod＞の概念はたえずくすれ＞を生じていく。  

つまり、不断のくde－＞があり、かつくCOn－＞へと向っているわけである。明  

らかに、彼の発見するくGod＞は＜社会＞において課された、制度的にく同一三  

った＞〔con－〕くGod＞ではない。くGod＞白身がくde－＞している。くCOn－＞の  

＜God＞とはRobinsonにとって＜貨弊＞同桔価値がないのである。Robinson  

はくGod＞の存封ヒの文明的過程も反復しているのである。く社会＞ては不可  

能であったくGod＞の起t原へ、綬は回帰Lえたといえよう。当然のことなが  

ら、このくGod＞ほ、テキストにも次のよ・1にあるとおり、くthe 虎口m戊乃  

Catholick Religion＞のくGod＞ではない－＜Ibegan to regret my  

having profess’d my self a Papist，and thoughtit might not be the  

bestReljgion to djewith＞（287〕．＜asIhad entertain，d some □oubts  

about theRomanReligion，eVenWhileIwas abroad，eSpeCiallyin my  

Stateof Solitude＞（303〕。では、Robinsonの＜God＞発見のプpセスをテ  

キストに治って眺めてみよう。  

Ihad alasE rlロ divjne 王（n（）Wledge；What f had received by the   

goodInstruction of my Father wasthen worn out by an uninter－   

rupted Series，for8Years，Of SeafaringWickedness，and a constant   

Conversation with nothing but such as werelike my self，Wicked   

and prophane to thelast Degree：Ido not remember thatIhad  

in al上 that Time one Thought that so muc量1a，与 tended either  

looking upwards toward God，Orinwards towards a Re允ection   

upon my own Ways：But a certain Stupidity of Soul，without De－   

Sire of Good，Or Conscience o董Evil，had entirely overwhelm’d me，   

andlwasal1that the most ha：rdned，unthinking，Wicked Creature   

among our common Sailors，Can be su．pposed to be，nOt having the  

least Sense，either of the Fear of God．in Danger，Or Of Thankful－   
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ness to GodinDeliverances．（88）  

Robinson は一人救済された時も、＜God＞の概念はなかったといってよい。  

その時、くaKind of Extasie＞＜some Transports of Soul＞で心が克ち  

ているだけで、＜true Thankfulness＞には至っていない。しかし．大波の  

くbaptism＞により、くthe most hardned，unthinking，Wicked＞なるも  

のが浄化され、くGod＞の概念が芽生える余地が出きたといえよう。だから  

＜真の発芽＞に＜奇跡＞を感じることができた－＜Ibegan to suggest，  

that God had miraculously caus’d this Grain to grow without any  

Help of Seed sown，and thatit was so directed purely for my Suste－  

nance，On that wildmiserable Place．＞（78）しかし、この畏敬の念も、  

芽が鶏の餌の袋を開けた時にこぼれたものによることを知ると消えていく。更  

に、地震が起ると¶＜A11this whileIha，d not theleast serious reli－  

gious Thought，nOthing but the common，Lord ha’Mcrcy uPon me；  

and whenit was over，that went away too．＞（81）こうした＜神＞の概  

念のく現象＞（de－〕と＜消滅＞（con〕の連鎖の巾で、Robin＄Onはく病気＞  

く死＞（con－〕にⅢ会い、＜God＞の概念が定着していく。  

TheseRe且ectionsoppress’dmeforthesecondorthirdDay ofmy   
Distemper，andin the Violence，aS Wellof the Feaver，aS Of the   

dreadfulReproaches of my Conscience，eXt，Orted some Words from   

me，1ikeprayingtoGod，tho’Icanno七Say they wereeitheraPrayer   

attended with Desires or with Hopes；it was rather the Voice of   

meer Fright and Distress；my Thoughts were confus’d，the Con－   

Viction＄ great upOn my Mind，and the Horror of dyirlgin such a   

miserab］e Condition rais’d Vapoursinto my Head with the meer   

ApprehensioIIS；andin these Hurries of my Soul，Iknow not what   

my Tongue might express：butit was rather Exclamation，SuCh   

as，Lord！what a miserable Creature amI？IfI＄hould be sick，1   

Shal1certainly die for Want of Help，and what wi11become of mel   

Then theTears burst out of my Eyes，andIcouldsay nomor与   

for a good while．   
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Icry’d out．エロrd鮎刑ダガ官物舟rJ¢桝加g門旭上上加封r郎ざ．  

This was thefirst Prayer，ifImay ca11it so，thatIhad made   

for many Years：ButIreturrltO myJo11rnal．（gO－1）  

これがRobinsonの中に＜God＞が定義する契棟となる。テキストはRobinson  

が彼の内的必然性に基づいて、くG（d＞を生成したように読ませる。しかし、  

Robinsonにとって、彼を＜Distress＞からく救済＞してくれる存在はくGod＞  

でなければならない必然性はあるのか。この点においても、く西洋キリスト教  

文明＞の＜痕跡＞がRobin昏αnには深く刻まれていたのである虻 くtbe g∝d  

Instructionof my Father＞が．＜菱＞のように内在化していたのである。  

したがって、ゼロ度の宗教JL、からRQbinsonは出発したのではなく、く原初的  

キリスト教＞から出発といえる。たとえば、次の間を発することはぜロ度の出  

発を暗示ナるように思える。  

Whatis this Earth and Sea of whichIhave seen much，Whence  

isit produc，d，弧d what amI，and allthe other Creatures，Wild   

and tame，humane and brutaI，Whence are we？（92）  

ところが、Robinsonの思考の論理がいかなるものかは、次の解を得るテキス  

トで明らかになる。  

Sure we are allmade by some ＄eCret Power，Who form’d the   

Earth and Sea，the Air and Sky；and whois that？  

Thenit fo止ow，d most natural1y，Iti5 God that has madeit   

all：（92）  

この論理は、『創世記』の天地創造の論理の道筋を逆に辿るものであり、Rob－  

insonの思考論理は、＜聖書＞的知の論理に支配されているのである。かくし  

て．RobinsonのくGod＞意識は定着し、＜theWillof God＞に身をゆだねる  

気持にまで至る。このように、完全な＜God＞の確立は、＜God＞を前提とす  

る＜God＞の神学の展開をもたらす。更に、Friday が息子とLて存在する  

や、宗教教育を施すに至る。この教育がピーユリタンのものであることはいう  

までもない。   
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That as the bare reading the Scripture made me capable of   

understanding enough of my Duty，tO Carry me directly on to the   

great Work of sincere Repentance for my Sins，andlaylng hoId of   

a Saviour for LiEe and Salvation，tO a Stated Reformationin Prac－   

tice，and Obedience toal］God’s Commands，and this without any   

Teach色r OrInstI・uCter；‥．  

As to alI七he Disputes，Wranglings，Strife and Contention，Which   

has happen’d in the World atx）ut Religion，Whether Nicetiesin   

Do亡tOrine5，Or Schemes ofChurch Government，they were allpcr－   

fectly useless tous；（221）  

Robinsonの島でのキリスト教史の反復は、カトリック的中リスト教の否定  

（de－）の上に成立したピューリタン的キリスト教ではない点で、ビ1－リタ  

ンにとっての信仰の理想が反復されていると読まなくてはならない。この意味  

で、Robinsonは＜no－man’sland＞に漂着したのではなく、＜no－Church’s  

land＞に漂着したのである。   

凄  

もし、文明化された人間がその文明をその起源から反復し直してみたいとい  

う欲望にかられたらどうするのであろうか。彼は既に文明という＜流れ＞のた  

だ中に按企され、そこに固定されている。一一つの方法として、＜知＞のレヴュ  

ルでいえば歴史学的テキストがその欲望を代償的に満たしてくれる。應大な  

テキストの海に身を沈めることになる。しかし、く体験＞のレヴュルでの反  

復、つまり、自己の存在をかけて反復しようと企てるなら、やほり Robinson  

Crusoeのように偶然孤島に流れ着くのがよい。この意味で月0鋸邦5ロ紹Cγ比和β  

の物語テキストは、文明の原初からの反復の模倣である。それは、既に述べた  

ように、Robinsonは文明度ゼpの状態から開始したのではないから。Robin－  

SOnのEnghndのく離脱＞（de－〕は．この限りなくゼロ度に近い状況への  

く下降＞として設定され、その地点から文明化の道をく上昇＞していく運動へ  

と連動していく。このく離脱＞はSFのタイム・トンネルによるのではなく、  

く空間＞軸に泊ってのくずらし＞として莫現している。   

この＜空間＞的＜ずらし＞によるく離脱＞は、＜社会＞というく外的世界＞  

から、く自己＞というく内的世界＞へのく離脱＞とも読めよう。しかし、そこで   
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定立されているく外＞とく内＞の対立は、屈¢加乃g叩C膵gOβのテキストでは、  

反転している。く内＞なる＜社会＞からく外＞なるく自己＞へ、である。く社  

会＞のく内＞からく外＞へく離脱＞することで、＜自己＞に参入するからであ  

る。Robinsonの＜外＞なるく自己＞への＜de－＞の運動は、つきつめていくと、  

く外＞なるく社会＞へとつき抜けていく。く外＞なるく自己＞がく内＞なる  

＜自己＞に反転し、く社会＞がく外＞なるものになったからである。これは  

＜con－＞とくde－＞の連動のはらむ）（ラドックスである。＜con－＞は＜de一＞の  

契撰をはらみ、くde－＞はくCOn－＞の契機をはらんでいる。こうしたパラドキシ  

カルな運動原理が風抽血相和C相聞ぜの物語テキストを生成しているといえ  

る。そして、このテキストは物語自体が更にくde－＞の流れの中にあることな  

暗示し、くFinis＞の記号を配している－くAIIt血ese比ings，Wit血 印me  

Very S11rprlZlngIncidentsin some new Adventures of my owrl，for  

ten Years more，ImaY Perhaps g王ve a fartherAccount of hereafter．  
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